
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７（2025）年 

２月 28 日 

発 行 

無断転載を禁ず 

学校教育目標  知識を求めよう  心を深めよう  身体を鍛えよう 

札幌市立 

手稲西中学校 

学校だより 

第 12号 

別れの春、旅立ちの春・・・輝く春 

公立高校の自己推薦入試、私立高校の入試を終え、来週はいよ 

いよ、公立高校の入試となります。２週間後の卒業式に向けて、 

校舎内には歌声が響き、卒業装飾も順調に進んでいます。「今ま 

でお世話になりました」「新しい環境でも頑張ってください」そ 

んな思いが伝わってきます。プロジェクトチームを中心に活動す 

る在校生の姿から、一年間の成長を感じ 

ます。これまで過ごしてきた時間を一人 

一人振り返り、新たな生活に向け、自分 

らしく輝ける春になってほしいと思います。 

３月行事予定 
3 日 教師会議 ※午前授業 ＊ 

4日 公立高校入試１日目、 募金活動（～3/7） 

※３年のみ３時間授業・給食無し １・２年は５時間授業 

05日 公立高校入試２日目、学校運営協議会（西小） 

16日 ３年性に関する講演会、３年学年集会 

16日 第４回ＰＴＡ運営委員会 

17日 ３組卒業を祝う会、教師会議 ＊ 

12日 同窓会入会式 

13日 卒業式総練習 ※３時間授業・完全下校・給食無し 

14日 第 70回卒業証書授与式 ※完全下校・給食無し 

17日 公立高校合格発表、ＰＴＡ会計監査 ※５時間授業 ＊ 

手稲西小６年生とのつながり 

２月20日に、西小６年生が本校に来校し、英語と数学の授業を体験しま

した。英語では、単語を「書く」ことを中心に小学校より少しスキルアッ

プした授業、数学ではトランプを使った「正の数、負の数」の学習を行い

ました。難しい内容にも熱心に授業に取り組む姿がとても印象的でした。 

また25日には、６年生の総合的な学習の発表会に参加するために、本校

の２年生が小学校を訪問しました。「未来の自分を考 

えよう」というテーマのもとこれまで調べてきた、 

考えてきたことを中学生に発表しました。発表後は、 

中学生から小学生へ話し方や話す内容、ICTの活用 

方法についてアドバイスをしました。次年度は新１年 

生と新３年生。先輩と後輩の絆が深まりました。 

18日 職員会議  ※午前授業 ＊ 

19日～24日 新年度準備期間  ※午前授業 ＊ 

20日 春分の日（祝日） 

21日 １年学年集会 

24日 ２年学年集会、美化の日 

25日 修了式・離任式  ※３時間授業・給食無し 

26日 春季休業（～４月７日） 

 

※新年度始業式は４月８日（火）、入学式は４月９日（水）です 

３組レインボーフェス＆スキー学習 

５年ぶりにレインボー 

フェスティバルが開催さ 

れ、本校は２月20日に 

参加してきました。 

午前中に約２時間、レジを担当しましたが、会計

に30分以上かかる長蛇の列。ほぼ立ちっぱなしで、

接客を行いました。 

また、２月７日と 13 日の２日間、稲穂中学校の

特別支援学級の皆さんと一緒に、手稲オリンピアで

スキー学習を行いました。多くの方々と触れ合う機

会が多く充実した２月でした。 

＊は完全下校・部活動

再登校の日です。 

まなぼぅ ３月６日（木） 10日（月） 16：00～17：00 

バドミントン教室 ８日（土） ９：00～12：00 

エンジョイスポーツ 開催日時調整中 ※ホームページに掲載します！ 

ALTのエイドリアン先生が離任されました 

Hello, everyone. This is my last day, so I am very sad. 

I enjoyed teaching you and classes were very fun. I am 

very proud of you and you worked very hard. I know 

English is difficult, but I know you can do it! I hope 

you will keep trying English, because English-speakers 

are interested in your stories. I wish you many good 

things for the future.  

Everyone, have a great year next year and I will miss 

you very much! Good-bye, Teine Nishi! 

Adrienne Morgan. 


